


ていきたい。また、小学校の給食などで御浜のみかんを出すなど地産地消の取組を

展開して欲しい。 

○ 獣害が多く、柵の現物支給も考えて欲しい。 

 

【知事の発言】 

皆さんからのご意見を受け、知事からは次のような発言がありました。 

 

○ 実際の商取引の場で三重ブランドと表示されなければ意味がない。融通が利くよう

スピード感をもって対応したい。 

○ 担い手対策は特効薬がない。若い人達に来てもらうため、平成24年度の新規事業

として就農サポーター制度で若いリーダーが農業を教えるなど始める際のハード

ルを下げる展開をしている。現場の状況を聞きながら検討を進めていきたい。 

○ 本気で就農相談に来ている方に何回も何回も来ていただくなど負担をかけている

ことは、行政職員の対応の問題なので直ぐに改善しないといけない。 

○ 三重県では、第3日曜日を「地物一番の日」とし、前日の土曜日にショッピングセ

ンターで私もPRを行っている。また、毎月第3木曜日を「地物給食一番の日」と

して地域の食材を使った給食の提供について協力いただける学校に呼びかけてい

る。しかし、学校で食材の調達など全部を行うのは難しいので、職員がコーディネ

ートして食材の提供が出来るようにしていきたい。 

○ 給食は分かりやすいのでこの取組を進めていきたい。職員が一生懸命頑張ればお金

はかからないので「地物給食一番の日」で地元のものが給食で提供できるようにし

ていきたい。 

○ 三重県では、今年度から獣害対策課という組織を置き、対策を行っているが、なか

なか特攻薬がない。生育環境の復活再生、また、どう捕獲していくか、また捕獲し

た獣肉の利用について事業を実施している。 

     

 
多くの方が会場にお越しいただきました。なお、会場にお越しの方から御浜町のみか

んが美味しいので、I ターンで御浜町に就農したとの発言もありました。 



   


